交流型農業実践事業応募要領

第１　趣旨・目的
大阪農業の成長産業化を実現するためには、意欲ある農業者が持続的に経営を発展させ、大阪農業をけん引していくことが求められている。また、近年は観光農園や農業体験への関心から、交流型農業に対する府民ニーズも高い。このような状況を踏まえ、交流型農業により、農業体験や農産物の魅力発信等の付加価値向上を通じて農業経営の高収益化を図るとともに、大阪農業の魅力を広く発信することが重要である。
本事業は、農業者が交流型農業に取り組むにあたり、必要な資金の確保及び新たな顧客の獲得を支援するため、交流型農業実践事業クラウドファンディング（以下「交流型農業クラファン」という。）の実施を支援するものであり、大阪のモデルとなる交流型農業を推進し、大阪農業のもつ魅力を最大限に発揮させ、更なる成長を図ることと目的とする。

第２　事業内容
　本事業は、農業者が交流型農業クラファンの実施に向けて、基礎知識を習得できる機会を提供するための、クラウドファンディング活用講座の実施に加え、事業参加者に対し、効果的な交流型農業クラファンとなるよう、プロジェクトページの掲載内容や、目標金額の設定及びリターン内容の検討等に関する助言などの伴走支援を実施するものである。
さらに、本事業で実施された交流型農業クラファンについて、目標達成状況、交流型農業実践プラン（以下、プラン）の実現可能性等を総合的に評価し、モデル性が高いと認められる取組については、実現資金による支援を行う。

第３　本事業の対象となる交流型農業の定義について
　交流型農業とは、観光農園や体験農園、直売所などで農業者が消費者と直接交流することで農産物の販売だけでなく、農業の有する新たな価値を提供することにより、販売額増加につながる取組とする。

第４　本事業で対象となる交流型農業実践プラン(以下、「プラン」という)について
大阪府内で実施するプランであり、交流型農業クラファン終了日の翌日から起算して１年以内に開始し、開始後３年以上の継続が見込まれること。また、クラウドファンディングのリターンを１年以内に実施するプランとすること。

第５　募集及び申込手続きについて
（１）応募資格
以下の①～⑥の要件を満たすこと。
1 販売額おおむね700万円以上で今後3,000万円以上をめざす大阪府内に居住（法人の場合は事務所があり）、する農業者。
2 大阪府が実施するクラウドファンディング活用講座に参加する者。
3 事業スケジュールに沿って、交流型農業クラファンの実施ができる者。
4 クラウドファンディングの目標金額を100万円以上に設定する者。
5 すでに交流型農業を実践している農業者は交流人数を現状から3割以上の増加をめざす者。
6 大阪府暴力団排除条例第2条第1号に規定する暴力団、同条第2号に規定する暴力団員、同条第3号に
規定する暴力団員等及び同条第4号に規定する暴力団密接関係者でない者。

（２）応募方法
本事業に応募する者（以下「応募者」という。）は、以下の募集期間に、様式１及び様式２に必要事項を
記入し、提出先に郵送、電子メールまたは持参（受付時間：平日10:00～17:00）により提出する。
(３) 募集定員　６名（提出されたプランについては選考基準により審査し決定する。）
（４）募集期間　令和８年８月28日（金曜日）から10月13日（火曜日）（17時必着） 
（５）書類の配布方法 大阪府ホームページからダウンロードする。 
（６）申込書の受付（提出先） 大阪府環境農林水産部農政室推進課経営強化グループ 
住所：〒559-8555 大阪市住之江区南港北1-14-16 大阪府咲洲庁舎22階 
メールアドレス：Nougyou@gbox.pref.osaka.lg.jp 
（７）留意事項 
・令和８年10月13日時点ですでに始めている取組を継続するプランは対象外とする。ただし、新たな
サービスの導入、規模拡大等を伴う取組については対象とする。
・応募したプランの知的財産権については、応募者に帰属する。 
・提出された応募書類の個人情報は、法令に定めのある場合や本人が同意している場合を除き、目的外利用することや第三者に提供しないものとする。
・風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律に規定する風俗営業又は性風俗特殊営業に該当する事業を含むプランは対象としないものとする。
・事業参加者は交流型農業実施要領に基づき、プランの実施内容と成果及び資金活用内容を推進会議に報告すること。
・実現資金の提供金額は交流型農業クラファンでの獲得額を超えない範囲で最大100万円とする。
・クラウドファンディングを実施するプラットフォームはCAMPFIREとし、利用料、決済手数料、その他これに類する手数料は事業参加者の負担とする。

第６　選考方法 
（１）プランの選考方法
本事業は、大阪府のモデルとなる交流型農業の取組を支援することを目的として実施するものであり、応募のあったプランについて選考を行う。選考にあたっては、別表１に定める選考基準に基づき、大阪府農の成長産業化推進会議事務局が書類審査を実施し、プランの規模、実現可能性及び大阪らしさについて総合的に評価する。
審査の結果、30点満点中18点以上を獲得したプランを採択する。ただし、18点以上を獲得したプランが６件を超える場合は、得点上位６件を採択対象とする。なお、得点が同一となった場合は、事務局の総合的判断により採択者を決定する。

別表１　プランの選考基準
	評価項目
	ポイント
	配点

	プランの規模
	目標達成が見込める事業内容になっており、目標とする販売額ならびに交流人数が令和７年度から大きく増加しているか。
	10

	実現可能性
	取組を継続的に実施できる体制を構築しているか。また、実現に向けたスケジュールが計画性の高いものであるかどうか。
	10

	大阪らしさ
	大阪らしい取組となっているか。
	10


（２）賞の選考方法
　事業参加者による交流型農業クラファンの終了後、大阪府農の成長産業化推進会議は、別表２に定める選考基準に基づき審査を実施し、受賞者を決定する。
選考に当たっては、プランの独自性、事業効果及び交流型農業クラファンの実施結果等を総合的に評価し審査を行う。受賞者には、別表３の賞の区分に応じて、実現資金を提供するものとする

別表２　賞の選考基準
	評価項目
	ポイント
	配点

	独自性
	顧客や市場にとって新たな価値を生み出す商品、サービス、又はそれらの提供方法を有する事業を独自の考えでつくり出しているか。
	10

	事業効果
	想定交流人数、利用者1人当たりの利用金額等の根拠が具体的かつ妥当であり、プランの実施による販売額向上が見込まれるか。
	10

	交流型農業クラファンの結果
	獲得金額、獲得率、支援人数を総合的に評価する。
	20



別表３　賞の区分
	賞名
	点数

	最優秀賞
	１点

	優秀賞
	１点

	特別賞
	１点

	協賛企業賞
	３点



第７ その他 
この要領に定めるほか、必要な事項は別に定める。

＜事業のスケジュール（予定）＞
	令和８年８月28日
	応募受付開始

	９月16日
	第一回クラウドファンディング活用講座、個別相談受付

	９月24日
	第二回クラウドファンディング活用講座

	10月13日
	農業者の応募受付締切

	10月23日
	事業参加者決定

	10月26日
	交流型農業クラファン伴走支援開始

	12月14日
	交流型農業クラファン開始

	令和９年１月25日
	交流型農業クラファン終了

	２月上旬
	交流型クラファン参加者からの協賛企業への報告会開催

	令和10年３月末まで
	交流型農業実践事業実施要領に基づき報告書の提出




